
 

 

 

「風もさわやか いちょうが散るよ」 

校長 髙田 大 

正門を入ったところから、緑の小径を経て町屋幼稚園の園庭に至るまでの間に、５本の銀杏の木が並

んでいます。夏の間は青々としていた葉も、秋のさわやかな風に触れて次第に黄色く色づいてきていま

す。あと１か月するかしないかのうちに、緑の小径は黄色いじゅうたんに覆われることでしょう。学校

の中でも季節の移り変わりを感じる景色の一つです。 

 過去の校舎の写真等の資料を見ると、昭和３０年代には緑の小径にあたる場所にも

校舎が建っていたことが分かります。きっと当時は秋になると今以上に、校舎の窓の

すぐ外で銀杏の葉が散っているのが見られたのでしょう。その様子は校歌に歌われた

り、周年記念誌に「いちょう」の題名がつけられたり、また昭和５９年に発足し今ま

で続いている「銀杏の会」が設けられたりしています。 

七峡小にとっての象徴とも言える「銀杏」。個人面談、学芸会等、学校にお越しの機会には、ぜひそ

の色付きを味わっていただければと思います。 

 

登校及び出欠連絡について 

 朝方が冷え込むようになった影響か、子どもたちの登校時刻が徐々に遅めになっている傾向が見られ

ます。一方インフルエンザの流行もあり、朝一番に子どもたちの健康状態を的確に把握することが必要

となっています。繰り返しの内容となりますが、下記についてご確認くださるようお願いします。 

登校時間 8:10～8:20 入室時間 8:15～ 

※8:15 にチャイム、8:20 に放送が流れます。 

※雨天時は入室時間を早めます。 

※見守りは 8:00～8:25 です。 

欠席連絡 原則としてアプリ「スクリレ」にて 

お願いします。8:30 までにご入力ください。 

登校証明 出席停止解除の際に持たせてくださ 

い。発行のための再受診は必要ありません。 

 

 

第七峡田小学校ホームページ https://www.aen.arakawa.tokyo.jp/DAI7HAKETA-E 

１１月の主な行事 

１１月１１日（土）  学芸会（保護者鑑賞日）給食あり    

１３日（月）  振替休業日 

１４日（火）  1 年生校外学習（自然公園 秋探し） 

     １５日（水）～２１日（火） 個人面談（希望者のみ） 特時５時間 

     １６日（木）   4 年生職人教室    1 年生町屋幼稚園と給食交流会 

     ２０日（月）～マラソンタイム始め 

     ２１日（火）  避難訓練（地域へ二次避難） 

     2８日（火）  4 年生社会科見学（中央防波堤埋立処分場 東京湾社会科見学船） 

令和５年１０月３１日 

荒川区立第七峡田小学校 

校 長  髙 田  大 七峡だより
 



遠足について（低学年 １０月５日 ）        2年生担任                   

１・２年生で葛西臨海水族園に遠足に行きました。水族園の中は１，２年生合同のなかよし班でのグルー

プ行動でした。2年生がリードして、１年生の手をしっかり繋ぎ、「こっちだよ」と優しく声をかける姿が見

られました。一緒に水族園を回った後は、なかよし班で楽しくお弁当を食べました。１，２年生の仲がぐっ

と深まった実りの多い遠足となりました。 

《児童の感想》 

かわいい魚がたくさんいました。上から見ても下から見てもとってもとってもきれいでした。さわりたく

もなりました。ふぐもいました。大きかったです。はじめてふぐを見たかもしれないです。みんなで見てと

っても楽しかったです。ずーっといてもよかったです。帰る時に一日ははやいなと思いました。（２－１） 

わたしはさいしょ、小さいペンギンは赤ちゃんペンギンだと思いこんでいました。しかし、ちょうどその

時、しいくいんさんが「あの小さいペンギンは赤ちゃんペンギンではなく、フェアリーペンギンです。」と言

っているのを聞いて、とてもびっくりしました。（２－２） 

 

 

 

学芸会に向けて 

学芸会担当  

本校では今年度、学芸会を開催します。学芸会の

スローガンは「みんなの演技で 七峡にえがおの花

を 咲かせよう！」です。スローガンの通り、笑顔

あふれる学芸会にしようと子どもたちは毎日の練

習に励んでいます。また、今年度は、感染症対策も

緩和され、子どもたちの生き生きとした表情もご覧

いただけそうです。 

よい学芸会にしようと励む子どもたちの努力が

実を結ぶ行事となるよう、教職員一同全力を尽くし

てまいります。 

 

 

地区別連合運動会について（６年 １０月１１日 ）    ６年生担任                                  

６年生全員で連合運動会に参加しました。他校の児童と競い合いながら、今まで練習してきた自分の記録

に挑戦しました。当日、よい記録が残せた子、思い通りにはいかなかった子といましたが、友達が参加して

いる様子を見て、みんなで応援している姿が印象的でした。 

《児童の感想》 

私は、１００m走に出場しました。学校で練習したときにはよいタイムが出だけど、本番では思うような

走りができず、１秒くらい遅くなってしまいました。本番でよいタイムが出なくて残念だったけど、他の学

校の人たちといい経験ができました。（６－１） 

私は、50m ハードル走に出場しました。学校の練習では、どんな跳び方をすればタイムが縮むかを考え

ながら工夫して練習しました。しかし、コツがつかめてきたころに足を痛めてしまい、痛みが残ったまま当

日を迎えました。練習のタイムよりは少し遅くなってしまいましたが、全力で走った結果だったので、よい

連合運動会になったと思いました。（６－２） 

11月の生活目標 

「感謝の気持ちをもって、人とかかわろう」 
       生活指導主任 

 子どもたちに「心があたたかくなる言葉ってな

あに？」と聞くと、大半の子が「ありがとう」と

答えます。理由を尋ねると、「ありがとう」という

感謝の言葉は、言われた方も言った方も心があた

たかくなるからだそうです。学校生活に限らず、

社会生活を送っていくうえで、その生活をよりよ

くしていくために大切なものが「感謝の気持ち」

です。年上の人だけでなく、同学年の友達や下級

生に対しても「ありがとう」という感謝の気持ち

をもち、みんなの心があたたかくなるように生活

していってほしいと思います。 

 

                       


